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平成１６年度 決算報告書 

     国立大学法人 福井大学 

             （単位：百万円）

差   額 
区  分 予 算 額 決 算 額

（決算－予算） 
備   考 

 収入    

 運営費交付金 11,015 11,015 0   

 施設整備費補助金 813 72 △ 741 （注１） 

 船舶建造費補助金 － － －   

 施設整備資金貸付金償還時補助金 26 26 0   

 国立大学財務・経営センター施設費交付金 － － －   

 自己収入 13,158 12,649 △ 509   

   授業料及び入学金検定料収入 2,989 2,595 △ 394 （注２） 

   附属病院収入 10,057 9,900 △ 157 （注３） 

  財産処分収入 － － －   

   雑収入 112 154 42 （注４） 

 産学連携等研究収入及び寄附金収入等 768 3,023 2,255 （注５） 

 長期借入金収入 492 489 △ 3 （注６） 

            

計 26,272 27,274 1,002   

 支出         

 業務費 22,350 21,553 △ 797   

  教育研究経費 9,958 9,130 △ 828 （注７） 

  診療経費 9,305 9,316 11 （注８） 

   一般管理費 3,087 3,107 20 （注９） 

 施設整備費 1,305 561 △ 744 （注 1０） 

 船舶建造費 － － －   

 産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 768 1,015 247 （注 1１） 

 長期借入金償還金 1,849 1,850 1 （注 1２） 

            

計 26,272 24,979 △ 1,293   

収入－支出 0 2,295 2,295   

（注） 決算報告書の金額については、百万円未満の端数を四捨五入して表示している。  

       

○予算と決算の差異について     

（注１）施設整備費補助金については、総合研究棟Ⅲ（工学系）改修工事の繰越により、予算金額に比して決算金      

       額が 741 百万円少額となっています。 

（注２）授業料及び入学金検定料収入については、１７年度入学生に対する授業料収納時期を１６年度から１７年 

     度の収入扱いとしたことにより、予算金額に比して 394 百万円少額となっています。 

（注３）附属病院収入については、手術件数の減少等により入院単価が見込額を下回ったため、診療費用請求額が 

    136 百万円減額になり、予算金額に比して決算金額が 157 百万円少額となっています。 

（注４）雑収入については、法人化以前の要因による賠償金相当額等の承継剰余金が交付されたため 28 百万円増額 

    となり、予算金額に比して決算金額が 42 百万円多額となっています。 

（注５）産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、国や民間等からの獲得に努めたため、受入額の増によ 

    り予算金額に比して決算金額が 221 百万円多額となっています。また、寄付金収入において当初計上して 

        いない平成１５年度以前に係る承継額を決算額に計上しているため、予算金額に比して決算金額が 2,255     

        百万円多額となっています。 

（注６）長期借入金収入については、入札金額が低額となったことにより、予算金額に比して決算金額が 3 百万円 

       減少となっています。 

（注７）教育研究経費については、教育研究経費費用の節約により、予算金額に比して決算金額が 828 百万円少額 

    となっています。 

（注８）診療経費については、学内予算の変更により、予算金額に比して決算金額が 11 百万円多額となっています。 

（注９）一般管理費については、職員人件費の増により、予算金額に比して決算金額が 20 百万円多額となっています。 

（注 10）注１，注６に示した理由により、予算金額に比して決算金額が 744 百万円少額となっています。 

（注 11）注５に示した理由により，予算金額に比して決算金額が 247 百万円多額となっています。 

（注 12）長期借入金償還金については、当初借入計画時期より、早期の借入を行ったことにより支払利息が発生 

      し、予算金額に比して決算金額が 1百万円多額となっています。 



 

 


